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要約 
 
知的障害児・者の母親によるケアから社会的ケアへの移行に向けた相談支援 
～実態に基づく脱親のための実践ガイドの作成～ 
植戸 貴子 
 今日の障害者福祉においては、地域生活移行が推進される一方で、在宅で親による
ケアを受けてきた知的障害者が、親の高齢や病気などによるケア機能の低下によって
生活課題を抱えたり、施設入所に至ったりする状況が続いている。そこで本稿では、
知的障害者が母親によるケアに過度に依存することなく、社会資源を活用しながら親
から独立した地域生活を継続していくための相談支援のあり方を探った。そして、知
的障害分野の相談支援従事者が、適切な「親離れ・子離れ」を促し、「母親によるケア
から社会的ケアへの移行」を実現させるような相談支援に資するための実践ガイドを
作成した。 
 本論文の構成は以下の通りである。第 1 章では、本研究の「知的障害児・者の母親
によるケアから社会的ケアへの移行に向けた相談支援」のあり方を探るという目的を
達成するために、障害者の自立と「脱親」についての先行研究を 2 段階に分けてレビ
ューした。第 1 段階の「知的障害者の親によるケア及び地域生活支援に関する先行研
究レビュー」では、知的障害者の家族ケアや地域生活支援などをテーマとした先行研
究を「親離れ・子離れ」を切り口に分析し、知的障害者と母親に密着関係が見られ、
その背景にはミクロからマクロまでの多様な要因があることを明らかにした。特に、
障害学の観点からは、母子密着の背景には家族の持つ抑圧性があり、母子密着の解消、
すなわち知的障害者の「脱親」の達成が不可欠であることが示唆された。第 2 段階の
「母子関係の解消に向けた介入に関する先行研究レビュー」では、教育、心理、医療、
看護、社会福祉、ソーシャルワークなどの領域における母子密着の解消を扱った先行
研究から、相談支援の場面で「親離れ・子離れ」を促すためには、本人や家族への共
感、ストレングスの視点、ネットワークの活用、環境の整備など、ミクロからメゾ、
マクロに亘る多様な介入の必要性が示唆された。こうして導き出された母子密着リス
ク要因と母子密着解消に向けた介入の方法を踏まえて、「母子関係を中心に据えながら、
広い視野を持って眺める」というソーシャルワークの固有性を意識した質的調査と量
的調査を設計した。 
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 第 2章では、本研究における第 1ステップの質的調査として、親によるケアが難し
くなった在宅知的障害者とその家族に対する相談支援の現状と課題を探ることを目的
に、17 名の熟練相談支援従事者に対する聞き取り調査を実施した。分析の結果、「社
会的ケアへの移行」の促進要因（「支援体制の構築」や「個別の援助関係の構築」など）
と、阻害要因（「親の抱え込み」「親子の孤立」「知的障害者の自立生活のモデルの欠如」
「地域の無理解などの社会的背景」「社会資源の不足や支援者側の認識不足などの支援
体制の問題」）を抽出することができた。そして実際に行われている介入・支援として、
「親に対する支援」「本人に対する支援」「親子関係への介入」「支援者間・多機関との
協働・連携」「社会資源の開発」「行政への働きかけ」が挙がり、相談支援に対する姿
勢・援助観として「障害者の地域生活を権利としてとらえる」「本人の主体性や自立を
重んじる」「親子関係に注目する」「介入のポイントを見極める」「サービスにつなぐこ
とだけを支援ととらえない」「チームやネットワークの連携を重視する」「親や家族と
丁寧に関わる」などが抽出できた。これらの分析結果を踏まえて、「母親による知的障
害児・者のケアの抱え込み」に関するストーリーラインと、「母親によるケアから社会
的ケアへ移行させるための相談支援」に関するストーリーラインを作成した。 
 第 3章では、第 2章で作成した 2つのストーリーラインのうちの「母親による知的
障害児・者のケアの抱え込み」に関するストーリーラインを母親の視点から検証し、
「母親によるケアから社会的ケアへの移行に向けた準備」の促進要因・阻害要因を探
ることを目的に、知的障害児・者の親の会の会員を対象としたアンケート調査を行っ
た。送付した 977 票のうち 449 票が回収され、うち 449 票を有効票とした（回答率
46.0%）。知的障害児・者本人の 45.2%が 40 代以上の中高年であり、親との同居率が
84.4%であった。また回答者の 79.3%が母親で、60代以上が 65.7%を占めており、と
もに高齢化した親と子が同居し、主に母親がケアを担っている現状が確認された。そ
して、「社会的ケアへの移行に向けた準備の程度」に関連する要因を探るために、「母
子が離れる時間」「サービスの積極的利用」「子の自立に向けた関わり」「ケアを委ねよ
うという意向」を変数として設定し、関連すると思われる変数に関する仮説を立てて、
相関分析及び一元配置分散分析によって検証した。その結果、「社会的ケアへの移行に
向けた準備の程度」については、「子の自立度・年齢／母親の健康状態・ケアの負担感・
独立規範意識・母親役割意識・就労状況・地域活動状況・インフォーマルサポート・
専門職への信頼／世帯の経済状況」などの要因が関連していることが明らかとなった。
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さらに、「社会的ケアへの移行に向けた準備」の促進要因と阻害要因を探るために重回
帰分析を行った。まず、因子分析や新変数の作成等の作業を行い、重回帰分析の対象
となる 6 つの従属変数と 23 の独立変数を設定した上で、仮説に基づき重回帰分析を
行った。分析によって得られたいくつかの回帰モデルにより、促進要因としては「子
の自立度が高い／世帯収入が多い／母親が就労・地域活動に参加／母親が高年齢／母
親の独立規範意識・リジリエンス・母親役割意識・支援を求める姿勢・支援を受け入
れる柔軟性・社会に訴える姿勢が強い」が抽出され、阻害要因としては「母親が子と
一心同体／母子の閉じた関係／子のケアによる孤立」があることが分かった。そして、
熱心に子の世話に関わる母親には、子の世話や自立に向けた関わりに積極的な意味を
見出して社会とつながろうとする「開かれたタイプの母親」と、子と一心同体になり
世話によって孤立する「閉じたタイプの母親」の 2 つのタイプが存在することが示唆
された。先行研究や相談支援従事者からの聞き取り調査では、「母子密着」や「母子カ
プセル」といった「閉じた関係」が子の自立や「親離れ・子離れ」を難しくしている
と指摘されており、本アンケート調査からも同様の傾向を見ることができた。一方で、
「母親が子の世話に一生懸命になること」自体が必ずしも「ケアの抱え込み」という
問題につながるというわけではなく、「母親のケアに対する意味づけ」や「他者との関
わり」などの多様な要因が、「社会的ケアへの移行に向けた準備」の鍵となる可能性が
浮き彫りになった。 
 第 4 章では、相談支援従事者への聞き取り調査と親に対するアンケート調査の分析
結果から抽出した「社会的ケアへの移行に向けた準備」の関連要因、促進要因、阻害
要因を踏まえて、アセスメントの視点、介入における留意点、本人・母親への支援の
姿勢などのポイントを盛り込んだ実践ガイド（案）を作成した。そして、熟練相談支
援従事者 11 名を対象にフォーカスグループインタビュー及び個別聞き取り調査を実
施して、実践ガイド（案）についての意見を聴取し、その意見を踏まえた修正を加え
て、実践ガイドを完成させた。実践ガイドは、一定以上の障害者相談支援の実践経験
のある相談支援従事者向けの完全版と、初心者向けの簡易版の 2種類とした。 
第 5 章では、本研究の成果と限界、ソーシャルワークへの示唆、今後の課題につい
て述べた。本研究の最大の成果は、社会的ケアへの移行に向けた相談支援に、障害学
の枠組みを取り入れる必要性を見出し、子の世話に熱心に取り組む 2 つの異なるタイ
プの母親の存在を明らかにしたことである。「障害を個人の問題ではなく、社会の問題
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としてとらえ直す」という障害学の枠組みをソーシャルワーク実践に当てはめると、
「母親が受けてきた抑圧や差別の体験を理解することなしには、『母子密着』も『社会
的ケアへの移行』も語ることはできない」ことになる。クライエントや家族の身近な
生活環境のみならず、「社会における規範や言説」といった社会的要因にも目を向けて
いかなければならない。また、本研究で浮かび上がった「社会からの圧力の存在」は
障害学の主張とも符合し、「社会的ケアへの移行」を促す相談支援に障害学の「脱親」
の視点を取り入れるとともに、知的障害本人や家族に対するスティグマをなくすため
のマクロ・レベルのアドボカシーの必要性も確認できた。また、母親へのアンケート
調査で明らかとなった「子の世話に熱心に取り組む 2 つの異なる母親のタイプ―『閉
じたタイプ』と『開かれたタイプ』」は、先行研究レビューや相談支援従事者への聞き
取り調査では引き出すことのできなかった、新しい発見であった。熱心に子の世話を
する母親が、「子の世話に対してどのような意味づけをし、他者や社会とどうかかわろ
うとしているか」を見極めなければならない。そして、社会からの圧力に屈すること
なく社会に開かれた姿勢を持ち、熱心に子のケアに取り組む母親を支え、母親ととも
に「社会的ケアへの移行」を進めるような相談支援が求められている。 
 また、先行研究レビュー、相談支援従事者に対する聞き取り調査、親に対するアン
ケート調査などから、知的障害児・者と家族に対する相談支援の現状と課題が把握で
きたこと、そして、相談支援の実践の中にソーシャルワークの固有性が確認できたこ
とも本研究の成果である。相談支援実践の内容を探ってみると、「人と環境の交互作用」
や「ストレングスへの着目」という視点に立ち、「母子密着」や「母子関係」のメカニ
ズムを理解することに努め、ミクロ・メゾ・マクロの多次元への多様な介入の必要性
を認識していた。すなわち、ICF（国際生活機能分類）における「環境因子」が個人
の日常生活活動や社会参加に与える影響を考慮に入れ、「個人因子」としてのストレン
グスを活用・強化するというソーシャルワークの固有性が発揮されていたと言えよう。
このようなソーシャルワークの固有の視点を活かして、相談支援従事者向けの実践ガ
イドを完成させたことなども大きな成果であった。 
 また、本研究から得られたソーシャルワークへの示唆は、次の 5 つに整理すること
ができる。まず、「人と環境の交互作用」に目を向けること、特に、「知的障害本人と
母親を取り巻く環境」のマクロ・レベルにも目を向け、母親と周囲の人たちとのダイ
ナミックな関わりをシステムとして読み解き、知的障害本人や母親への働きかけを含
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めて、多様な介入のチャンネルを活用することが望まれる。2つ目は、「過去～現在～
未来」の時間軸での「トータルな視点」を持ち、母親が歩んできた人生、現在置かれ
ている状況、将来の生活設計を考えることである。3 つ目は、「ストレングスの視点」
である。スティグマを受けてきた知的障害本人のストレングスに注目し、それを本人
や母親と共有することが、本人の自信や母親の安心につながり、「社会的ケアへの移行」
を進める力となろう。4 つ目は、連携やネットワークの考え方である。知的障害本人
を中心とした「横のネットワーク」を通じて「母子関係」を開き、「社会的ケアへの移
行」を促すとともに、「ライフステージ」を視野に入れた「縦のネットワークの構築」
も進めていく必要がある。5 つ目は、障害学の視点を取り入れた「マクロ社会に働き
かける実践」である。知的障害者に対する正しい理解を広めるための啓発活動や、「母
親によるケアから社会的ケアへの移行」を可能にする障害福祉制度の構築や地域づく
りを目指したソーシャルアクションが求められるところである。 
 このように、従来からソーシャルワークが大切にしてきた「人と環境の交互作用」
「過去～現在～未来という時間軸」「ストレングス視点」「連携やネットワーク」「マク
ロ社会へのまなざし」に加えて、障害学の枠組みを取り入れながら、本研究から得ら
れた「異なる 2つのタイプの母親」という知見を活かしていくことが望まれる。「社会
的ケアへの移行」を知的障害本人の「成人としての自立のプロセス」「脱親のプロセス」
ととらえ、母親の「子育てを卒業した一人の人間としてのあゆみ」ととらえることで
ある。ソーシャルワークの視点と障害学の枠組みの融合が、「母親によるケアから社会
的ケアへの移行」のための相談支援の方向を指し示してくれると考える。 
一方、本研究の限界は、聞き取り調査やアンケート調査が特定の地域で実施された
こと、親へのアンケート調査が親の会の会員に限定されていたこと、相談支援従事者
への聞き取り調査に初心者の声が反映されていないこと、知的障害者本人の思いを直
接引き出せなかったことなどである。今後の課題は、「支援につながっていない孤立し
た家族」へのアウトリーチや地域でのネットワーキングを進め、相談支援従事者や相
談支援事業所のソーシャルワーク実践力の向上を図ることである。本研究の成果物で
ある「実践ガイド」の活用を推進し、「実践ガイド」の継続的な質の向上を目指したい。 
